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震災時のガソリンスタンド営業継続判断支援ツール 

点 検 シ ー ト 

１ 点検方法 

点検等に必要な資機材を用意し、以下の点検フローチャートに従って点検してください。 

該当する回答をチェックし、判定結果を確認してください。 

２ 点検フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 点検等に係る解説 

 

 

  

点検項目１ 

「建築物」 

必要資機材：【点検用】記録用のカメラ又はカメラ機能付きスマート

フォン、メジャー【臨時的対応用】立入禁止措置用資機材（ロープ、

カラーコーン等） 

□ある □ない 

判定２：△ 
建築物内での火気使用及び床面６０ｃｍ

以下での電気設備の使用を禁止すること。 

判定３：○ 

技術上の基

準に適合 

凡例 ○：技術上の基準に適合 △：臨時的対応で営業継続可能 

販売室の窓が破損し可燃性蒸気の流入危険

がある状況【出典】全国危険物安全協会 

Ｑ１ 建築物の柱、屋根、梁等に地震前にはなかった大きなヒビや

変形がありますか？ 

Ｑ２ 建築物の損壊により可燃性蒸気が建築物内に流入

するおそれがありますか？ 

□ある □ない 

判定１：△ 
当該建築物の使用

を禁止すること。 

Ｘ字状の大きなヒビの例  

【出典】全国被災建築物応急危険度判定

協議会 ＯＱ通信第８号 

「大きなヒビや変形」とは 
以下のような状態です。建物倒壊危険が
あります。 
○建物が傾いている。沈下している。 
○大きなＸ字状のヒビ割れが多数あり、
コンクリートの剥離も著しく、鉄筋がか
なり露出している。壁の向こう側が透け
て見える。 

「可燃性蒸気が建築物内に流入するおそ
れ」とは 
建築物の地盤面から６０ｃｍ以下の外壁
等に破損がある状態のことです。 
ガソリン等から発せられる可燃性蒸気は、
空気より重く低所に滞留しやすいため、こ
のような破損箇所から建築物内に可燃性
蒸気が流入すると火災危険があります。 


